
鹿児島県　アリエ 評価確定日　平成23年12月30日

（調査様式１）
１．　自己評価及び外部評価結果 作成日　平成23年12月10日　

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

・アリエ便りを作成し、年４回発行し、取り組みなどの報告をしている。

・季節に応じてバスドライブの計画を立て、出掛けたりしている。

　（さくら見物・ソーメン流し・紅葉見物・彼岸花見物など）

・他職種との連携を密に行っている。

【評価機関概要(評価機関記入)】

【外部評価で確認した事業所の優れている点，工夫点（評価機関記入）】

○　職員の丁寧な声掛けと対応

○　昔をなつかしむ暮らし

○　食事への配慮

平成23年10月8日

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま

事業所番号

評価機関名

基本情報リンク先URL http://www.qoler.jp/arie/

法　人　名

※事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧し
てください。

自己評価作成日

事 業 所 名

所　在　地
（電 話）0996-52-1262

4673900082

医療法人　クオラ

グループホーム　アリエ（壱番館・弐番館）

薩摩郡さつま町船木2311番地8

　共有空間には、昔ながらの黒電話や扇風機、調度品が置かれ、利用者が昔をな
つかしみ、思い出を思い出させられるよう配慮され心地よく過ごせる工夫があ
る。

　毎食事の摂取量チェック表で好き嫌いを把握し、利用者とテレビや料理本を見
ながら食事の希望や食欲を引き出す工夫がされている。

所在地

訪問調査日

鹿児島市真砂町５４番１５号

平成23年10月28日

　設立者の法人理事長の「地域に根ざしたサービスネットワークを構築し、高度
な知識・技術を兼ね備えた事業を目指す」というグループビジョンは職員につた
わり、協調して日常のケアへの反映がなされ、７年になる地域での健康教室(よ
ろず塾)を開催し、交流の機会にも工夫を重ねているホームである。

　誇りやプライバシーを損ねない言葉かけや対応をするよう、常に職員に注意を
払い、気がついた時にはすぐに身振りで知らせるようにするなど、一人ひとりの
人格を尊重したケアを心がけケアの基本としている。
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鹿児島県　アリエ 評価確定日　平成23年12月30日

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

行事を行う際には、地域のボランティ
アの方に参加していただいたり、地区
内で行われる幼稚園の運動会や自治会
の夏祭り・敬老会等には、積極的に参
加させていただいている。

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

法人理念には「地域社会に貢献しま
す」の言葉を含み、地域に根ざした
サービスを意識できる内容が盛り込ま
れている。理念を掲示するとともに、
朝礼や全体会議にて具体的に話し合
い、実践につなげている。

法人の敷地内に病院や通所施設、認可
保育園があり、それらを利用する人た
ちと積極的に交流を図り、定期的に地
域を招いた行事が行われている。また
法人で、地域に貢献するため、専門職
が講師となる健康教室(よろず塾)も開
催して地域とのよい関係づくりに力を

22

「ゆっくり　楽しく　穏やかに」をユ
ニット理念として掲げ、朝礼後の復唱
も行っている。

1 1

Ⅰ．理念に基づく運営

員として日常的に交流して る

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

２ヶ月に１回開催され、事業所行事等
の報告のみではなく、出席者の意見や
助言、協力もあり、有意義な会になっ
ていることが議事録より確認できる。
外部評価の取り組みでは目標達成計画
を作成し、前向きに取り組んでいる。

前回の運営推進会議で取り上げられた
検討事項や懸案事項について、その経
過を報告し合い、一つ一つ積み上げて
いくようにしている。また、これまで
の評価を踏まえ、現在取り組んでいる
内容についても報告し、意見をもらう
ようにしている。

催して地域と よ 関係 くりに力を
いれている。

運営推進会議内でもしばしばあがる認
知症に関するご質問に対して、経験を
踏まえた上で出来る限りお答えし、理
解を頂くよう努めている。

3

03

4
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

頻繁に市担当窓口や福祉事務所などへ
事務手続きやその他の機会に訪問し、
問題や事故や認定手続きなどの情報交
換を行ったり、協働して地域でのよろ
ず塾を開催するなど、サービスの質の
向上に取り組んでいる。

ミーティングや申し送り等で、身体拘
束が行われていなかったかを日々確認
している。　　　　　　　　　　全職
員を対象とした身体拘束についての勉
強会も行っている。

身体拘束廃止委員会を設置しマニュア
ルを作成し定期的に研修を行い廃止に
向けた改善計画を書面により掲示し、
玄関をはじめ各居室に鍵をかけない自
由な暮らしの支援を職員の努力で実現
している。職員は常に利用者の状態を
把握し、外出されるときにはさりげな
くついて出たり、見守りを行ってい
る。

56

45
運営推進会議以外にも、定期的に市の
担当者と運営に関わる相談やサービス
向上のための助言をいただいている。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

8

成年後見が必要なケースにおいて、そ
の説明等を、社会福祉協議会より受け
ているのが担当者のみとなっているこ
となどから、全職員が制度について理
解しているとはいえない。

07

ミーティングや虐待防止マニュアル・
高齢者虐待防止法についての勉強会等
を通じて、一人一人が虐待についての
理解を深め、注意を払えるように取り
組んでいる。

0
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

9

10 6

時間をとって丁寧に説明している。認
知症の症状で困っていることや起こり
うるリスク、重度化や看取りについて
の対応、医療連携体制の実際などにつ
いては詳しく説明し、同意を得てい
る。

0

利用者様の言葉や態度からその思いを
察する努力をし、利用者様本位の運営
を心がけている。　　　　　　　利用
者様の不安・意見等は、各ユニット毎
に話し合いを行い、特定の職員の中で
埋もれさせないようにしている。

第三者委員を設置し、定期的に家族会
を開き、重要事項説明書に相談窓口を
記載している。家族が意見や要望を表
しやすいような工夫と配慮が感じられ
る。職員が苦情や要望などを把握した
時には苦情処理報告書やパソコンメー
ルなどで他の職員と共有し、必要な場
合は職員会議で話し合い、本人や家族
に報告するなど速やかな解決を図って
いる

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

11

職員の資格取得に向けた支援っを行
い、取得後は手当として給与に反映す
るだけなく、本人の意向を取り入れな
がら職場内で活かせる職場環境づくり
に努めている。

12

7

日頃から小さいことでも意見を出して
もらうようパソコンメールを活用して
いる。会議時に改善に向けての話合い
を持ったり、気軽に声をかけやすい雰
囲気つくりに心がけている。また悩み
がありそうな職員には個別面談を行
い、法人内にカウンセリングルームを
設置し、問題解決を図っている。

いる

0

月２回、ミーティングを開催し、運営
について職員同士で話し合い、その内
容についても議事録を残している。す
ぐに結論が出なかった事については、
後日じっくりと話し合い、まとまれ
ば、その都度申し送り等で報告をして
いる。

3 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

14

事業所外で開催される研修にはなるべ
く多くの職員が受講出来るようにして
いる。研修報告については、ミーティ
ングで発表してもらい、報告書を全職
員が閲覧できるようにしている。

13

0

グループホーム連絡協議会や県社会福
祉士会主催の研修等に参加し、そこで
得た知識や事業所外の意見・経験をケ
アに活かせるよう取り組んでいる。

0
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

入居前のアセスメントに十分時間をか
け、ご利用者様やご家族様の要望等を
受け止め、入居後の生活について少し
でも不安をとり除けるよう努力してい
る。

15

16

サービスの利用について相談があった
時は、必ずご本人に会って心身の状態
やご本人の思いに向き合い、職員がご
本人に受け入れられるような関係作り
に努めている。

0

0

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

017

0

充分なアセスメントを行い、ご本人と
ご家族がどういった支援を必要として
いるか話し合った上で、相談に応じて
いる。

18

職員の方から利用者様の心身の状態を
考慮しながら、手伝いをお願いする
等、介護する・されるといった一方的
な援助にならないよう努めている。

5 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

20 8

個別に話を聞いたり、相談に乗った
り、皆で楽しく過ごす時間や気の合う
者同士で過せる場面づくりをするな
ど、利用者同士の関係が上手くいくよ
うに職員が調整役となって支援してい
る。

家族や本人とのふれあいや会話の中か
ら把握した面会簿を活用し、利用者を
支えてくれていた人間関係を把握する
とともに、関係を継続できるよう各居
室に個人ごとの写真付のマップを作製
し、面会や電話、手紙の支援や、墓参
りやなじみの店への買い物などの支援
を行っている。

ご家族やご本人の思い・状況を見極め
ながら、外出や外泊でご家族と一緒に
過ごすことを勧めるなど、より良い関
係の継続に努めている。

19 0

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

普段の生活の中で、他者との関係が悪
くならないよう時には職員が仲介役と
なったり、互いの愚痴や不満を聞いて
あげる等、良好な関係が保てるよう努
めている。

021

22 0
本人や家族と接する際に現況を把握で
きるよう努めており、必要に応じて相
談・支援を行っている。

6 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

24 0

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

923

利用開始前に本人や家族、関係者から
どのように暮らしたいかを聞き、アセ
スメントシートなどに記載し、介護計
画に活かしている。入居後は日々のか
かわりの中で本人の意向をくみ取り、
ケア会議などの場で職員間の共有をは
かっている。

利用時にご本人やご家族から聞き取る
ようにしている。その後も会話をして
いく中でどのような生活をされていた
か等を聞くようにしている。

ご家族よりこれまでの生活歴・性格等
について情報収集を行い、在宅中に受
けていたサービスがあれば、担当のケ
アマネージャーからサービス利用時の
様子などを尋ねている。

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

0

10

介護計画の遂行状況、効果などを評価
するとともに、職員が記録する利用者
様の状態変化や状況、ご家族・ご本人
の要望に応じて見直しを行っている。

本人も参加した担当者会議を開き、家
族や主治医の意見を取り入れながら計
画を作成している。また、カンファレ
ンスで介護支援専門員と職員が話し合
い、介護計画を作成することで、職員
はすべての利用者の介護計画を意識し
て日常の介護を行っている。

26

利用者様が自分らしく暮らせるよう
に、ご本人・ご家族から要望を伺い、
課題となる事柄についてスタッフ全員
で話し合い、介護計画の作成を行って
いる。

25
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

日々の様子については、個人ごとの
ケース記録に記入し、月末には担当者
による評価を行い、状況の確認が容易
に行えるようにしている。

0

0
医療機関の受診の付き添いや買い物支
援などご家族が行けない時には、事業
所が代わって行っている。

28

27

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

事業所の協力医の他、利用前かからの
かかりつけ医を受診できるようご家族
と協力し、通院介助を行い、複数の医
療機関との関係を結んでいる。

利用者様が安心して地域での暮らしを
続けられるよう、消防・自治会・民生
委員の方々に運営推進会議への参加を
お願いし、意見交換の場として活かし
ている。

かかりつけ医は入居前からかかってい
る医療機関に本人や家族の意向を大切
にして決めている。受診時も適切な治
療がうけられるように訪問診療状況報
告書や健康管理記録等で情報提供に努
めており、良い関係がつくられてい
る。

30

29 0

11
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

入院によるダメージを極力防ぐ為担当
医・看護師と話しをする機会を持ち、
事業所内での対応が可能な段階でなる
べく早期に退院できるようアプローチ
している。

32

協力医療機関の看護師に毎朝利用者様
の状態の申し送りを行っている。夜間
緊急時には待機看護師により応急処置
が行なえるよう体制作りを行ってい
る。

31 0

0

りを行 る。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

34

33

0

急変時や事故発生時にはすぐに看護師
に連絡し、指示を請うようにしてい
る。　　　　　　　応急手当や初期対
応の訓練の定期的な実施は行っていな
い。

12

看取りの実績もあり、本人やご家族の
意向を大切にしている。協力医療機関
との連携協力のもとで、現在事業所で
対応できることを十分に本人・ご家族
に説明を行い周知を図っている。

終末期に対する対応指針を定め、ご家
族・医師・看護師を交えて話し合いを
行っている。また、状態の変化がある
ごとにご家族の気持ちの変化やご本人
の思いに注意を払い、支援につなげて
いる。契約時に聞ける範囲で終末期の
過し方についての要望等に応えられる
ようご本人・ご家族から聴き取りを
行っている。
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35

スプリンクーラーも設置され、定期的
に夜間体制を含めた避難訓練や消火訓
練、災害訓練を行うとともに、マニュ
アルを作成し研修にも取り組んでい
る。ホーム横にある、社宅の法人職員
も災害時に対応できるよう訓練にも積
極的に参加している。

13

マニュアルを作成し、年２回利用者様
と共に避難訓練を行っている。地域と
の協力体制については、運営推進会議
等で自治会への協力を呼びかけてい
る。
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○日々のその人らしい暮らし

14

玄関に方針が掲示され利用者へ言葉か
けは十分注意し、自己決定しやすいよ
う配慮している。また、記録等は事務
室の棚に保管し、外来者の目につかな
いように配慮している。

36

基本的な一日の流れはあるが、時間を

37 0

職員側で決めたことを押し付けるよう
なことはせず、複数の選択肢を提案し
て利用者様が自己決定する場面を作っ
ている。

日々の関わり方については、リーダー
が確認しながら、ミーティング時に職
員一人一人が利用者様の誇りやプライ
バシーを損ねない対応について改めて
考える機会として意識向上が図れるよ
うにしている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

0

15

39 0

38

40

基本的な 日の流れはあるが、時間を
区切った過ごし方はしていない。それ
ぞれの体調に配慮しながら、ご本人の
気持ちを尊重して、できるだけ個別性
のある支援を行っている。

着替えの選択についてはできる限りご
本人と一緒に行っている。本人ができ
ない場合も面会時などにご家族からの
意向があれば、それに沿えるようにし
ている。散髪についても、ご本人また
はご家族より要望があれば美容室まで
の移動支援を行っている。

職員が全てを行うのではなく、野菜の
皮むきやお盆ふき、後片付けといった
残存機能を活かしてできる手伝いをし
ていただくことで食事の時間が楽しみ
になるよう工夫している。

メニューは利用者とテレビや料理本を
見ながら食事の希望や食欲を引き出す
工夫をしたり、食事の摂取量や好き嫌
いを把握し、自家菜園で作った食材を
利用し、配膳、下膳を一緒に行うこと
で食への興味を持ってもらう。食事は
職員も一緒に会話を楽しみながらとっ
ている。また、食事前の嚥下体操や外
食などを取り入れ支援が行われてい
る。
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

41 0

排泄の自立に向けた支援を心がけ、一
人ひとりの排泄チェック表が作成され

る しかし 日単位 表 あ43 16
今後、時間単位の排泄チェック表を活
用し 排泄パタ 細か 把握を期

食事や水分の摂取状況や毎月の体重の
変化をチェックし、大まかな栄養摂取
量を把握している。また定期的に管理
栄養士から専門的アドバイスをもらっ
ている。

口の中を他人に触られる利用者様の気
持ちに配慮しながら、義歯の清掃も含
めて一人一人の力に応じた歯磨きの手
伝いをしている。

排泄チェック表を使用し、便意や尿意
のない利用者様にも時間を見計らって

42 0

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

0

こまめな水分摂取と繊維質の多い食材
や乳製品を摂り入れている。散歩など
体を動かす機会を適度に設けて自然排
便ができるように取り組んでいる。

ている。しかし、一日単位での表であ
り、排泄パターンをきちんと把握しや
すいとはいいがたい。

43 16 用し、排泄パターンの細かい把握を期
待したい。

のない利用者様にも時間を見計らって
誘導することによりトイレで排泄でき
るよう支援している。

44
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

人ひとりが使用して る薬 目的や

薬の種類や用量が変更されたり、ご本
人の状態に変化が見られる時はいつも

046

45 17

なるべく日中の活動を促し、生活リズ
ムを整えるよう努めている。また、一
人一人の体調や表情、希望等を考慮し
て、ゆっくり休息がとれるよう支援し
ている。

体調や希望により入浴やシャワーなど
の対応ができる。一つのユニットに
は、入浴困難者でも入浴しやすいよう
リフトも設置している。入浴を嫌われ
る方にはできるだけタイミングをみた
声かけを行い、気持ちよく楽しめるよ
う入浴剤やゆず湯、生姜湯等を利用し
工夫している。

必要とされる介助の程度に合わせて午
前と午後に別れて入っていただいてい
る。一人一人の気持ちや習慣に合わせ
た支援を行っている。

　一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

0

47
人の状態に変化が見られる時はいつも
より詳細な記録をとるようにし、看護
師や協力医療機関との連携を図れるよ
うにしている。

18

48

0

天候や体調を考慮しながら、心身の活
性につながるよう散歩・買い物・ドラ
イブなどに出かけている。

自家菜園や花壇が設置された敷地で
は、天気の良い日は手入れや収穫、花
見や外気浴が行われている。また、本
人の希望に応じて外食、買い物、ドラ
イブ、墓参りなど戸外に出かけられる
ように配慮し、気分転換やストレス発
散、五感刺激の機会として外出支援を
している。

それぞれの個性を発揮してもられるよ
う、できる仕事はお願いして、感謝の
言葉を伝えるようにしている。

49
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

0

整理された自家菜園のある敷地はとて
も気持ちよく、共有空間には昔ながら
の黒電話や扇風機 絵画や手作りの飾

電話しやすい雰囲気づくりや職員から
の声かけを行うとともに会話が他の利
用者様に聞こえないよう電話の設置場
所を工夫している。

0

50

51

ご家族の協力を得て小額のお金を持っ
ている人もいる。ご家族よりお金を預
かり、事業所が管理している人でも、
会計の際には自分で払っていただける
ように手渡すといった支援を行ってい
る。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

家庭にいるような雰囲気を感じてもら
れるよう、厨房の様子が常に見える造
りになっており、食材などで季節を感
じてもらえるよう工夫している。ま
た、昔懐かしい音楽をかけたり、好き
なテレビ番組を皆で観れるような配置
でテレビを置いている。

の黒電話や扇風機、絵画や手作りの飾
りが飾られ、リビングなどでは思い思
いにくつろぐことができるスペースが
確保されている。リビングは天窓から
日差しが差し込み明るく、心やすらぐ
家庭的な雰囲気がただよい、居心地よ
い空間となっている。また、職員が常
に温度や湿度を把握できるよう温湿不
快度チェック表を活用し不快感を少な
くなるよう心がけられている。

53 0

52 19

玄関や中庭に椅子を置き、一人で過ご
したり、利用者様同士の交流の場所に
なれるよう工夫している。
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鹿児島県　アリエ（壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

20
写真や使い慣れた日用品を持ち込ま
れ、利用者様にとって心地良く過ごせ
る部屋づくりを行っている。

家族とも相談し一人ひとりの希望や状
況に応じて家具やベッド、写真、テレ
ビ、椅子、ぬいぐるみなど馴染みのあ
るものが持ち込まれ、ぬくもりが感じ
られる居心地のよい空間となってい
る。

利用者様の状態に合わせて、共有ス
ペースも含めた居住環境が適している
かを見直し安全確保と自立への配慮を
行っている。

55 0

54
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鹿児島県　アリエ(壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

60

59

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）
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鹿児島県　アリエ(壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての家族と

2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

○ 3 たまに

4 ほとんどない

○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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鹿児島県　アリエ(壱番館） 評価確定日　平成23年12月30日

○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

○ 1 ほぼ全ての家族等が

2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

Ⅰ．理念に基づく運営

アリエ独自の理念がある。グループ
の理念、アリエの理念を月曜日と全
体会で唱和している。アリエの目標
もあり唱和し意識づけし実践してい
る。

地域の健康教室、夏祭り、保育園の
運動会、グループの行事に参加して
交流している。

1

2

1

2

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

行政、自治会長、ご家族様、ご利用
者様のご指導を頂いてサービス向上
に生かしている。

3

3

4

認知症サポータ講座のキャラバンメ
イトとして年間3回を目標とし活動
中である。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

45

委員会や役場に出向いたときには話
し合っている。運営推進会議でも話
し合って協力関係を築いている。管
理者がさつま町の第5期介護保険策
定委員のメンバーになり意見交換等
を行っている。

6
2か月に1回の勉強会を行っている。
グループの委員会があり身体拘束を
しないように実践している。

5

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

研修に参加し全体会で研修発表
し疑問に思うことはご意見を出
し合っている。

虐待防止の勉強会を3か月に1回
行い防止に努めている。敬う気
持ちを持てるように日頃から心
掛けている。

8

7
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

9

10

運営推進会議や家族会の参加時
に自由にご意見が言えるように
配慮している。苦情があった場
合もご利用者様やご家族様が自
由にご意見が言えるように配慮
している。全体会で話合い意見
箱を玄関に置き出入り口前のポ
ストへの投函してもらうように

契約は入居時に行い不安や疑問
点をお尋ねし、解約、改定の場
合はその都度、文書で十分に説
明を行っている。

6

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

12

7

日頃の会話や個別面談で運営に
関する意見を集約し全体会で反
映している。事業所内メール
（サイボウズ）でいつでもやり
とりができる。

11

年2回の人事考課を作成し職員が
向上心を持って働けるように取
り組んでいる。自己アピール表
もある。人事考課には主任の意
見が反映されるようになってい
る。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

13

14

地域の協議会や主催する研修な
どを通じて意見交換する機会を
作っている。（いずみ川薩支部
グループホーム協議会）（日本
グループホーム協議会鹿児島県

支部入会）

年内研修予定表をもとに様々な
外部研修や内部研修に参加でき
るように計画されている。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

16

15

事前調査で本人様にお会いして
顔見知りになり安心して頂ける
ように配慮している。又、入居
時や入居後も本人様の不安をお
尋ねして安心して頂けるように
努めている。

事前調査でご家族様にお会いし
て顔見知りになり安心して頂け
るように配慮している。又、入
居後はご家族様に電話連絡を
行ったりし不安をお尋ねして安
心して頂けるように配慮してい
るめている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

身体状況は変化が出てくること
を契約時にご説明し現在のサー
ビス以外も紹介している。

18

17

利用者の役割を見つけるよう生
活を通じて一緒に家事を行う。
日常の家事やレクレーション活
動などで関係を築いている。

る。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

受け持ちを中心としたマップ作
りを行い過去や現在の写真を見
たり外出で今までの馴染みから
途切れないようにしている。

日頃の生活の中でご利用者様の

家族会や面会時に面談を行って
ご家族様と一緒に本人様を支え
合う協力を頂いている。定期的
に連絡しアリエ便りを読んで頂
き理解を深めてもらっている。

20 8

19

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

21

生活状況を把握している。受け
持ちを中心に把握に努めてい
る。レクレーション活動で一部
参加で気の合う人同士でも楽し
めるようにしている。

22

近い施設に入院された方にはお
見舞いの作品を作成したり、ご
入居された方には面会に行くな
どしている。又、通りかかった
時に話をするようにしている。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮ら 現状 把握

24

ご入居前に本人様、ご家族様に
お尋ねしている。また、ご入居
後も日頃の会話から生活歴など
をお伺いしている。ご入居前に
受け持っていたケアマネからも
情報を収集するなどしている。

23

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

9

日頃のコミュニュケーションか
らご本人様の希望や以降などを
拾い上げるようにしている。家
族からの希望、意見の聴取も
行っている。記録は色を変える
など拾い上げるようにしてい
る

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

25

看護介護記録、健康チエック表
に目を通すなどして情報把握に
努めている。又、重要事項は申
し送りをするなどして情報を共
有している。（サイボウズ）

1026

日頃の申し送りで問題点があれ
ばその都度話合い、情報収集し
ミニカンファレンスを開催して
いる。全体会でもカンファレン
スを開催している。いろんな意
見を反映して計画書に繋いでい
る。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

情報を共有し、見直しに活かし
ている。本人様の心理・自立支
援を考え、モニタリング・アセ
スメント・話合いを行ってい
る。特記事項は念入りに個別記
録の記載を行っている。

28

健康教室の資料（計算ドリルや
読み物）を頂いたり、ＰＴ・Ｏ
Ｔから教えて頂いた運動・身体
機能維持のためのアドバイスを
実施している。クオラグループ
の資源を活かしている。

27

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

中高生の介護体験学習の受け入
れ。消防訓練の参加。運営推進
会議を通してのふれあい。地域
の方より食材を頂くなどしてい
る。

週１回の訪問診療を受診してい
る。緊急時は医師の指示のも
と、病院受診を行っている。ご
家族様から疑問がある場合には
直接医師から説明をするなど対
応している。

30 11

29
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

ホーム職員に準看護師がいるた
め、気軽に相談している。ま
た、訪問看護師による週１回の
体調チェックがあり、報告して
いる。病院受診や夜間帯などで
は病院看護師にも相談する。身
体状況の定期報告もしている。

31

32

左腕を骨折された事例があり環
境の変化に伴い身体状況が低下
するために病院のソーシャル
ワーカーと連携を取り入院から5
日後に退院して頂いた。

りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

33 12

34

マニュアルに沿ってご利用者様
の急変に備えている。防災委員
が中心となりいろんな災害を想
定した訓練を行っている。AEDの
勉強会や応急処置の勉強会を
行っている。

重度化した場合の話を、契約時
より行っていくようにしてい
る。看取りの指針を活用してい
る。疼痛や苦痛を少しでも和ら
げるため、家族にも依頼し、面
会などの精神面等で支えられる
よう努めている。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

防災委員会があり委員が積極的
に災害訓練を計画し実施してい
る。夜勤者は通報トレーニング
を行っている。年2回の消防訓練
を行っている。スプリンクラー
の設置。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○ そ 人らし 暮らし

37

衣類を自分で選べるようにタン
スに名前を書いてわかりやすく
工夫をしている。食材や本を見
ながら職員と一緒に献立を決め
たり、買い物に行き、好きなも
のを買うなど支援している。

36

ご本人様のプライドやフライバ
シーを尊重し、一人一人を敬っ
たお声掛け、さりげない介助に
努めている。日頃のケアの中で
は先輩職員が指導を行ってい
る。

14

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

外出時や行事の参加時に本人様
にお尋ねして自由に洋服を選べ
るように支援し化粧を行ってい
る。散髪も定期的に行いご希望
時は直接ご家族様と散髪に行か
れる。

日々の食卓でご希望をお尋ねし
一緒に食材や下ごしらえ調理を
行っている。お祝いの調理でメ
リハリをつけている。

1540

39

38
生活リズムに合わせてその人ら
しさを大切にしご希望をお尋ね
しながら支援している。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

併設医療機関に歯科がありすぐ
に相談できるようになってい
る。口腔ケアは毎食後の歯磨き
の声かけしている。夕方は必ず

職員と行っている。

43 16
介護計画書の内容に個別に記載
しそのご利用者様の排泄パタ

42

41

医師や看護師、栄養士と相談し
て支援している。水分量が少な
い方は工夫をしたりゼリーなど
を活用している。調理は季節感
を出している。

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16 しそのご利用者様の排泄パター
ンの把握に努めている。

自然お通じを目標としている
が、お薬で調整している場合も
ある。自然お通じは食事や運動
で実践している。

44
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や

寝具を清潔にし室内環境に配慮
している。レクレーションに参
加して活動性を高めている。

服薬の作用や副作用については
お薬の説明書があり台帳で閲覧

午前中に入浴をされているご利
用者様が多い。ご希望により午
後からの時もある。入浴室内に
人形を置き楽しんで頂いてい
る。

47

1745

46

使 薬 目
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

お薬の説明書があり台帳で閲覧
できるようにしている。

そのご利用者様に合った役割(洗
濯たたみ、食器ふきなど）を持
ち自己表現が発揮できるように
支援している。調理や家事等、
個別レクレーションを実施して
いる。

外に行かれたい時は職員がさり
げなくご一緒している。一部の
ご利用者様は民生委員と連携を
取って外への外出の支援を検討
している。よろづ塾、買い物、
慰問に参加して頂いている。

47

49

48

18
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関 廊下 居間 台

お金を持ちたいとのご利用者様
は現在はいない。ご家族様から
少し預かっている分でご利用者
様が必要とすれば使えるように
支援している。

51

電話のご希望時、職員が取り次
いでお話をしている。ご家族様
と職員が手紙のやり取りを）行
い情報収集を行っている。電話
のご希望があれば職員が取り次
いでいる。

50

トイレと分かる標識を設け、風
呂場はのれんなど工夫してい

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

53
ソファやテーブルの設置で工夫
している。バルコニーに椅子や
テーブルを設置している。

1952

る。湿温計を設置し室内の温度
や湿度に注意している。お部屋
やリビングに写真を掲示してい
る。トイレなど汚れたらまめに
早く清掃して不快感を少なくし
ている。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

54

55

20

ご本人様とご家族様が話し合わ
れ使い慣れたものや好みのもの
を持ち込んで生活している。な
じみや好みの食器を使用してい
る。

標識やのれんで場所の理解がで
きる生活が送れるようにしてい
る。手すりをつけ歩行器の安全
に努めている。
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

　　○ 1 ほぼ全ての利用者の

2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

　　○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

　　○ 3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60

59

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての家族と

2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

　　○ 1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

3 たまに

4 ほとんどない

　　○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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鹿児島県　アリエ（弐番館） 評価確定日　平成23年12月30日

　　○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

　　○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての家族等が

2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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